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お
世
話
に
な
る
方
々

広
島
県

健
康
福
祉
局
長 

笠
松　

淳
也

社
会
援
護
課
長 

日
下　

仁
彦

社
会
援
護
課
援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

主
査 

関
野　

弘
美

主
任
専
門
員 

村
川
ち
ど
り

主
任
専
門
員 

藤
本　

洋
三

専
門
員 

舩
石　

幸
恵

 

電
話　

082

－

513

－

３
０
３
6

　
　
　
　
　
　

 

■ 　
　
　
　
　
　

広
島
市

健
康
福
祉
局
長 

糸
山　
　

隆

健
康
福
祉
局
次
長 

久
保　

雅
之

健
康
福
祉
局
保
険
年
金
課
長 

森
川　

伸
江

健
康
福
祉
局
保
険
年
金
課 

福
祉
医
療
担
当
課
長 

荒
木　

清
希

健
康
福
祉
局
保
険
年
金
課
課
長
補
佐 

（
事
）
管
理
係
長 

井
上　

和
義

健
康
福
祉
局
保
険
年
金
課
主
事 

福
永　

玲
子

 

電
話　

082

－

504

－

２
１
５
９

健
康
福
祉
局
原
爆
被
害
対
策
部
調
査
課 

 

事
務
指
導
員
（
追
悼
式
補
助
金
担
当
） 

 

山
本　

勝
彦 

 

電
話　

082

－

504

－

２
１
９
１

被
爆
六
十
九
周
年

　
記
念
号
デジタルブック
“衝哭の証言”

http://www.douingakuto.com/

会員の皆様には、日頃から本会運営にご尽力、ご協力を賜わり厚くお礼を申し上げます。
この度、ホームページに英語ページを開設致しましたので、ご案内いたします。
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広
島
県
健
康
福
祉
局

社
会
援
護
課
長日

　
下
　
仁
　
彦

　

向
夏
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
健
康
福
祉
局
社
会
援
護
課
長

に
就
任
し
、
援
護
行
政
に
携
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

多
く
の
動
員
学
徒
等
の
方
々
が
犠
牲
と

な
ら
れ
ま
し
た
、
先
の
大
戦
か
ら
六
十
九

年
目
の
夏
が
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
子
供
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
父
母
の

方
も
高
齢
化
が
進
み
、
他
界
さ
れ
た
方
も

少
な
く
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
四
月
、
新
任
御
挨
拶
で
貴
会
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
、
井
上
理
事
長

か
ら
御
霊
の
追
悼
を
次
世
代
へ
ど
う
残
し

て
行
く
か
、
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
ど
う
伝
え
て
行

く
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
活
動
と
し
て

実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
伺
い
し
、
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

広
島
県
も
、
援
護
関
係
施
策
の
よ
り
一

層
の
充
実
に
向
け
、
皆
様
と
と
も
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
島
市
健
康
福
祉
局
保
険
年
金
課

福
祉
医
療
担
当
課
長

荒
　
木
　
清
　
希

　

広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
本

市
行
政
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
健
康
福
祉
局
年
金
課
福
祉
医

療
担
当
課
長
に
就
任
し
、
援
護
行
政
に
携

わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

先
の
大
戦
に
お
い
て
負
傷
さ
れ
た
り
、
最

愛
の
御
家
族
を
亡
く
さ
れ
、
長
い
間
、
肉

体
的
精
神
的
苦
痛
に
耐
え
て
こ
ら
れ
た
も

の
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

戦
後
、
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
て
戦
争

の
記
憶
が
風
化
し
て
い
く
中
、
今
日
の
わ

が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
に
は
、
数
多
く

の
動
員
学
徒
や
女
子
挺
身
隊
員
の
方
々
の

尊
い
犠
牲
が
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
決

し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
は
、
平
和
首
長
会
議
を
構
成
す
る

六
千
を
超
え
る
加
盟
都
市
と
と
も
に
、
国

連
や
志
を
同
じ
く
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連

携
し
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
核
兵
器
廃

絶
を
め
ざ
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期

実
現
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
皆

様
が
健
康
で
ゆ
と
り
と
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
層
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
会
の
益
々
の
御
発
展

と
、
皆
様
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

広
島 

原
爆
死
没
者
記
帳
始
ま
る

　

１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
被
爆
に
よ
っ

て
広
島
市
は
焼
土
と
化
し
た
。
70
年
近
く

た
っ
た
今
も
、
多
く
の
人
が
苦
し
ん
で
い

ま
す
。

　

広
島
市
は
11
日
、
原
爆
死
没
者
名
簿
の

記
帳
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
８
月
６
日
以

降
に
亡
く
な
っ
た
り
死
亡
が
確
認
さ
れ
た

り
し
た
広
島
原
爆
の
被
爆
者
の
名
前
を
書

き
加
え
８
月
６
日
の
平
和
記
念
式
典
で
、

原
爆
慰
霊
碑
の
石
室
に
納
め
ら
れ
ま
す
。

　

市
が
新
た
に
確
認
し
た
死
没
者
は

２
８
７
３
人
。
と
も
に
被
爆
者
で
元
市
職

員
の
池
亀
和
子
さ
ん
（
七
二
）
南
区
と
中

本
信
子
さ
ん
（
七
一
）
南
区
が
記
帳
を
担

う
。

　

初
日
は
中
区
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
作

業
。
２
人
は
手
を
合
せ
た
後
、
名
前
、
死

亡
年
月
日
、
年
令
を
筆
で
丁
寧
に
記
さ
れ

ま
す
。

　

14
年
連
続
で
担
当
す
る
中
本
さ
ん
は

「
知
人
や
平
和
活
動
を
し
て
来
た
人
も
亡

く
な
り
寂
し
い
。
核
廃
絶
と
平
和
へ
の
思

い
を
込
め
て
書
く
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

二
人
は
今
後
、
自
宅
な
ど
で
記
帳
を
続
け

ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
８
月
５
日
ま
で
に
記
帳
さ
れ
た

被
爆
者
は
28
万
６
８
１
８
人
で
、
１
０
３

冊
に
上
り
、
「
氏
名
不
詳
者
多
数
」
と
だ

け
書
か
れ
た
一
冊
と
、
長
崎
で
被
爆
し
遺

族
が
記
載
を
希
望
し
た
９
人
の
名
簿
も
一

冊
あ
り
ま
す
。

　

記
帳
の
申
請
は
式
典
前
日
の
８
月
５
日

午
後
５
時
ま
で
受
け
付
け
ら
れ
ま
す
。

市
原
爆
被
害
対
策
部
調
査
課

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
２
（
５
０
４
）
２
１
９
１

ご
あ
い
さ
つ



一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会 第120号（ 3 ）平成26年6月30日

平
成
25
年
度

�

事
業
実
績
報
告
書

１
、
広
報
活
動
の
実
施

⑴ 
会
報
「
と
も
し
び
」
の
配
付 

 

平
成
25
年
６
月
30
日　

会
報
第
118
号  

平
成
25
年
11
月
30
日　

会
報
第
119
号 

を
会
員
に
郵
送

⑵ 

平
成
25
年
５
月
「
動
員
学
徒
慟
哭
の

証
言
」を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
規
作
成
。 

平
成
25
年
９
月
か
ら
前
記
証
言
の
英

文
翻
訳
を
順
次
作
成
。

⑶ 

冊
子
「
動
員
学
徒
慟
哭
の
証
言
」
を

増
刷
分
を
、
関
係
機
関
及
び
関
係
者

に
配
布
し
た
。

⑷ 
慰
霊
塔
の
清
掃
日
等
を
利
用
し
て
随

時
、
参
拝
者
に
対
し
て
原
爆
、
空
襲

動
員
学
徒
の
顕
彰
等
に
つ
い
て
説
明

２
、
第
56
回
原
爆
追
悼
式
を
挙
行

　

日　

時　

 

平
成
25
年
８
月
６
日 
 

午
前
９
時
か
ら

　

場　

所　

動
員
学
徒
慰
霊
塔
前
広
場

３
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列

日　

時　

平
成
25
年
８
月
15
日 

 

場　

所　

日
本
武
道
館 

 

参
列
者　

参
列
者
な
し

４ 

、
動
員
学
徒
慰
霊
塔
の
清
掃
・
供
花
・
英

霊
供
養
（
於
・
西
向
寺
）

　

平 

成
25
年　

４
月
５
日
、
４
月
19
日 

 

５
月
７
日
、
５
月
21
日
、
６
月
６
日

　
　

６
月
20
日
、
７
月
5
日
、
７
月
19
日

　
　

８
月
５
日
、
８
月
20
日
、
９
月
６
日

　
　

９
月
20
日
、
10
月
８
日
、
10
月
21
日

　
　

11
月
７
日
、
12
月
６
日
、
12
月
24
日

　

平 

成
26
年　

１
月
15
日
、
２
月
６
日 

３
月
６
日
、
３
月
25
日

５
、
役
員
会
等
の
開
催

　

平
成
25
年
５
月
10
日　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

検
討
会

　

平 

成
25
年
５
月
14
日　

監
事
会
（
会
計

監
査
） 

 

５
月
21
日　

理
事
・
定
時
評
議
員
会

（
平
成
24
年
度
収
支
決
算
） 

 

７
月
５
日　

第
57
回
原
爆
追
悼
式
開

催
要
領
の
打
合
せ
会
（
慰
霊
塔
管
理

部
会
）９
月
６
日　

臨
時
評
議
員
会
・

前
期
反
省
会

　

平
成
25
年
11
月
14
日　

名
古
屋
大
附
属

　
　

中
と
の
交
流
会

　

平
成
26
年
２
月
６
日　

臨
時
評
議
員
会

　
　
（
役
員
等
の
選
任
）

　

平
成
26
年
３
月
25
日

　
　

 

理
事
会
臨
時
評
議
員
会
（
平
成
26
年

度
収
支
予
算
）

　

平
成
25
年
５
月
28
・
31
日

　
　

６
月
10
・
20
日
、
９
月
27
日 

 

　
　

10
月
21
・
22
・
25
・
29
日

　
　

11
月
５
・
12
・
15
・
19
・
21
日

　
　
（
合
計
14
日
）

　
　
（
広
報
部
会
）

６
、
福
祉
援
護
事
業

　

平
成
25
年
８
月
６
日 

 

　
　

遺
族
等
援
護
相
談
会

７
、
そ
の
他

　

平
成
26
年
３
月
13
日 

 

　
　

広
島
県
公
益
法
人
監
査

平
成
26
年
度
事
業
計
画
書

１
、
広
報
活
動
を
実
施
す
る

　

⑴ 
平
成
26
年
８
月
６
日
の
第
58
回
原
爆

追
悼
式
の
案
内
を
７
月
７
日
会
員
に

郵
送
配
付
す
る
。

　

⑵ 
会
報
「
と
も
し
び
」
を
配
付
す
る
。  

平
成
26
年
６
月
30
日
・
11
月
30
日
付

け
会
報
「
と
も
し
び
」
第
120
・
121
号

を
各
１
2
０
０
部
印
刷
し
、
会
員
に

郵
送
配
付
す
る
。

　

⑶ 
新
規
作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
運

用
す
る
。

　

⑷ 
増
刷
し
た「
動
員
学
徒
慟
哭
の
証
言
」

を
関
係
者
に
贈
呈
す
る
。

　

⑸ 
慰
霊
塔
の
清
掃
日
等
を
利
用
し
て
随

時
、
参
拝
者
に
対
し
て
、
原
爆
、
空

襲
、
動
員
学
徒
等
の
説
明
を
行
う
。

２
、
第
58
回
原
爆
追
悼
式
を
挙
行
す
る
。

　

日　

時　

 

平
成
26
年
８
月
６
日 

 

午
前
９
時
か
ら

　

場　

所　

動
員
学
徒
慰
霊
塔
前
広
場

３
、 

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
加 

 

日　

時　

平
成
26
年
８
月
15
日 

 

場　

所　

日
本
武
道
館 

 

参
列
者　

未
定

４
、 
動
員
学
徒
慰
霊
塔
の
清
掃
・
供
花
・

英
霊
供
養 

 
別
紙
「
行
事
予
定
表
」
の
と
お
り

５
、
役
員
会
等
の
開
催

　

平 

成
26
年
５
月
７
日　

監
事
会
開
催 

 

５
月
23
日　

理
事
・
定
時
評
議
員
会

開
催
、
平
成
25
年
度
収
支
決
算
を
審

議

　

平 

成
27
年
３
月
25
日　

理
事･

臨
時
評

議
員
会
開
催
、
平
成
27
年
度
収
支
予

算
を
審
議

６
、
福
祉
援
護
事
業

　

⑴ 
遺
族
等
援
護
相
談
の
開
催
（
平
成
26

年
８
月
６
日
）

　

⑵
福
祉
援
護
関
係
の
勉
強
会

７
、 

会
員
研
修
一
泊
旅
行　

会
費
は
自
己

負
担
（
行
き
先
は
未
定
）

８
、
そ
の
他

供
養
会

平 

成
26
年　

４
月
７
日
、
５
月
23
日 

６
月
６
日
、
７
月
７
日
、
８
月
５
日 

９
月
５
日
、
10
月
６
日
、
11
月
10
日 

12
月
５
日

平 

成
27
年　

１
月
15
日
、
２
月
６
日 

 

３
月
６
日　

西
向
寺
に
お
い
て
実
施

す
る
。

原
爆
追
悼
式
ご
案
内

　
巡
り
来
る
8
月
6
日
が
近
づ
い
て

参
り
ま
し
た
。
い
か
が
お
過
し
で
ご

ざ
い
ま
す
か
。

　
本
年
も
第
58
回
原
爆
追
悼
式
を
午

前
9
時
か
ら
、
本
会
慰
霊
碑
前
に
て

執
り
行
い
ま
す
。

　
お
暑
い
時
で
大
変
と
は
存
じ
ま
す

が
、
お
体
に
お
気
を
つ
け
下
さ
い
ま

し
て
お
参
り
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。



一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会 （ 4 ）平成26年6月30日第120号

  （単位：円）

科　　　目
実施事業等会計 法人会計 合計 差し引き 

増△減 備考
予算額 収支額 予算額 収支額 予算額 収支額

1　経常収益・経常費用の部
　1　経常増減の部

（1）経常収益
基本財産運用益
基本財産受取利息 40,000 19,922 40,000 19,922 △ 20,078 国債元利金（25.6.30満期）

事業収益
追悼式典事業収益 500,000 461,000 500,000 461,000 △ 39,000 追悼式典事業収益

受取補助金等
受取地方公共団体補助金 500,000 546,000 500,000 546,000 46,000 広島県及び広島市補助金

受取寄付金
受取寄付金 50,000 79,000 50,000 79,000 29,000 一般寄付（13名）

雑収益
受取利息 10,000 600 10,000 600 △ 9,400 定期預金・普通預金利子
雑収益 500,000 921,912 500,000 921,912 421,912 賽銭収入

経常収益計 1,000,000 1,007,000 600,000 1,021,434 1,600,000 2,028,434 428,434
（2）経常費用

事業費
会　議　費 20,000 20,000 20,000 20,000 0 反省会等
旅費交通費 320,000 359,300 320,000 359,300 △ 39,300 式典費弁償・広報部会・供養会等
通信運搬費 200,000 180,415 200,000 180,415 19,585 会報発送費
消 耗 品 費 250,000 238,974 250,000 238,974 11,026 生花スタンドほか
修　繕　費 1,000 0 1,000 0 1,000
印刷製本費 250,000 216,480 250,000 216,480 33,520 会報（2回）印刷
光熱水料費 35,000 35,808 35,000 35,808 △ 808 水道料・電気料
保　険　料 26,000 25,400 26,000 25,400 600 傷害保険
委　託　費 400,000 350,000 400,000 350,000 50,000 会場設営一式
諸　謝　金 800,000 800,000 800,000 800,000 0 報償費
支払負担金 850,000 850,000 850,000 850,000 0 ホームページの作成及び運用
雑　　　費 300,000 277,960 300,000 277,960 22,040 撤饌品・お布施・玉串料等

事業費計 3,452,000 3,354,337 3,452,000 3,354,337 97,663
管理費 塔管理・一般運営
会　議　費 180,000 122,050 180,000 122,050 57,950 役員会・部会等
旅費交通費 200,000 100,000 200,000 100,000 100,000 役員会・部会等
通信運搬費 50,000 50,000 50,000 50,000 0 電話料・郵便料
消 耗 品 費 70,000 70,000 70,000 70,000 0 事務用品・供花代等
印刷製本費 30,000 30,000 30,000 30,000 0 資料印刷等
光熱水料費 5,000 5,000 5,000 5,000 0 電気料・水道料
賃　借　料 10,000 9,450 10,000 9,450 550 会議室借り上げ
諸　謝　金 160,000 160,000 160,000 160,000 0 報償費
公 租 公 課 75,000 71,000 75,000 71,000 4,000 県民税・市民税
支払負担金 650,000 580,090 650,000 580,090 69,910 県社協へ家賃・ホームページの作成及び運用
雑　　　費 100,000 100,000 100,000 100,000 0 お布施・玉串料等

管理費計 1,530,000 1,297,590 1,530,000 1,297,590 232,410
経常費用計 3,452,000 3,354,337 1,530,000 1,297,590 4,982,000 4,651,927 330,073

　2　経常外増減の部
（1）経常外収益 0 0 0 0 0 0 0
（2）経常外費用 0 0 0 0 0 0 0

平成25年度　一般会計収支決算書
 （平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）



一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会 第120号（ 5 ）平成26年6月30日

  （単位：円）

科　　　目
実施事業等会計「継1」 その他の

会計 法人会計 合計 備考
慰霊顕彰等費 共通 小計

1　経常収益・経常費用の部
　1　経常増減の部

（1）経常収益
基本財産運用益
基本財産受取利息 0 0

事業収益
追悼式典事業収益 500,000 500,000 500,000 追悼式典事業収益

受取補助金等
受取地方公共団体補助金 530,000 530,000 530,000 広島県及び広島市補助金

受取寄付金
受取寄付金 50,000 50,000 一般寄付

雑収益
受取利息 50,000 50,000 広島信用金庫定期2口及び普通預金利息
雑収益 700,000 700,000 賽銭収入

経常収益計 1,030,000 1,030,000 0 800,000 1,830,000
（2）経常費用

事業費
会　議　費 20,000 20,000 20,000 反省会等
旅費交通費 320,000 320,000 320,000 式典費弁償・広報部会・供養会
通信運搬費 200,000 200,000 200,000 会報発送費
消 耗 品 費 250,000 250,000 250,000 生花スタンドほか
修　繕　費 1,000 1,000 1,000 慰霊塔修繕等
印刷製本費 250,000 250,000 250,000 会報（2回）印刷等
光熱水料費 35,000 35,000 35,000 水道料・電気料
保　険　料 26,000 26,000 26,000 傷害保険
委　託　費 400,000 400,000 400,000 会場設営一式
諸　謝　金 800,000 800,000 800,000 報償費
支払負担金 500,000 500,000 500,000 ホームページの運用
雑　　　費 300,000 300,000 300,000 撤饌品・御布施

事業費計 3,102,000 3,102,000 0 0 3,102,000
管理費 塔管理・一般運営
会　議　費 180,000 180,000 役員会・部会等
旅費交通費 200,000 200,000 役員会・部会等
通信運搬費 50,000 50,000 電話料・郵便料
消 耗 品 費 70,000 70,000 事務用品・供花代等
印刷製本費 30,000 30,000 資料印刷等
光熱水料費 5,000 5,000 電気料・水道料
賃　借　料 10,000 10,000 会議室借り上げ
諸　謝　金 160,000 160,000 報償費
公 租 公 課 75,000 75,000 県民税・市民税
支払負担金 650,000 650,000 県社協へ家賃・ホームページの運用
雑　　　費 100,000 100,000 お布施・玉串料等

管理費計 1,530,000 1,530,000
経常費用計 3,102,000 0 3,102,000 0 1,530,000 4,632,000

　2　経常外増減の部
（1）経常外収益 0 0 0 0 0 0
（2）経常外費用 0 0 0 0 0 0

平成26年度　一般会計収支予算書
 （平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）



一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会 （ 6 ）平成26年6月30日第120号

　

昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）八
月
六
日
中

国
地
方
の
行
政
・
経
済
の
拠
点
都
市
で
あ

り
、
軍
事
都
市
で
も
あ
っ
た
広
島
は
、
一

発
の
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
壊
滅
に
等
し
い

大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
の
広
島
県

知
事
（
官
選
）
は
そ
の
年
の
六
月
、
大
阪

府
次
長
（
現
在
の
副
知
事
）
か
ら
着
任
し

た
ば
か
り
の
高
野
源
進
で
し
た
。
広
島
県

第
四
十
二
代
の
県
知
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
二
日　

呉
市
と
安
芸
郡
音
戸

町
が
空
襲
さ
れ
る
。

　

七
月
一
日
、
二
十
四
日
、
二
十
八
日
に

も
呉
市
等
空
襲
さ
れ
る
。

　

七
月
二
日　

知
事
は
呉
空
襲
に
際
し
、

防
空
態
勢
の
強
化
、
職
場
の
死
守
を
県
民

に
訴
え
ら
れ
る
。

　

八
月
三
日　

中
国
地
方
総
監
と
、
広
島

県
知
事
は
広
島
地
区
司
令
部
の
要
請
に
よ

り
、
建
物
疎
開
へ
の
義
勇
隊
・
学
徒
隊
の

大
量
投
入
を
決
定
。
連
日
義
勇
隊
約
三
万

人
、
学
徒
隊
一
万
五
千
人
の
出
動
を
命
令

し
ま
し
た
。

　

八
月
六
日
当
日　

知
事
は
福
山
へ
出
張

中
で
、
難
を
遁
れ
ま
し
た
が
、
大
塚
惟
精

中
国
地
方
総
監
と
、
粟
屋
仙
吉
広
島
市
長

は
と
も
に
被
爆
死
、
唯
一
の
行
政
首
長
と

し
て
知
事
は
原
爆
投
下
の
報
を
聞
き
、
直

ち
に
広
島
に
向
い
、
午
後
六
時
半
頃
、
県

の
第
一
避
難
所
で
あ
っ
た
比
治
山
の
多
聞

院
に
た
ど
り
着
き
、県
防
空
本
部
を
設
置
。

　

八
月
七
日　

猛
火
の
中
を
下
柳
町
の
東

警
察
署
ま
で
移
動
し
、
そ
こ
を
仮
県
庁
と

し
て
医
療
・
食
糧
応
援
の
手
配
な
ど
救
援

の
手
配
な
ど
の
陣
頭
指
揮
に
当
り
ま
し

た
。

　

八
月
十
五
日　

戦
争
終
結
の
詔
書
を
放

送
。
終
戦
に
関
す
る
告
諭
を
発
表
。

　

八
月
二
〇
日　

県
庁
を
安
芸
郡
府
中
町

の
東
洋
工
業
（
現
マ
ツ
ダ
）
へ
移
転
。

　

高
野
知
事
の
夫
人
は
被
爆
死
し
ま
し

た
。知
事
は
八
月
三
十
日
に
な
っ
て
、官
舎

跡
に
立
ち
寄
り
、
遺
骸
を
探
し
ま
し
た
が

見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

九
月
三
日　

広
島
県
主
催
の
原
子
爆
弾

症
講
演
会
を
開
催
。
東
京
帝
大
の
都
築
正

男
・
三
宅
仁
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

十
月
十
一
日　

高
野
知
事
が
警
視
総
監

に
転
じ
、
中
国
地
方
総
監
の
児
玉
九
一
が

県
知
事
と
兼
務
。

　

二
十
一
年
九
月　

公
職
追
放
と
な
り

（
二
十
六
年
八
月
ま
で
）こ
の
年
に
弁
護
士

と
な
る
。

　

四
十
四
年
一
月
死
去
。
享
年
七
三
才
。

　

前
任
地
の
上
司
、
池
田
清
元
大
阪
府
知

事
に
宛
て
た
書
簡
四
通
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
毛
筆
で
き
れ
い
に
心
の
叫
び
が
認し

た
ため

て
あ
り
、
拝
見
す
る
者
の
心
に
沁
み
入
る

書
で
し
た
。
あ
の
時
の
事
が
ひ
し
ひ
し
と

思
い
出
さ
れ
、
一
県
の
長
と
し
て
の
重
い

仕
事
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

広
島
県
立
文
書
館
第
一
回
収
蔵
文
書
の

紹
介
の
展
示
会
へ
、取
材
に
行
き
ま
し
た
。

　

こ
の
文
書
館
は
県
立
図
書
館
の
二
階
に

あ
り
、
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
を
始
め

て
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
は
か
つ
て

は
広
島
県
立
工
業
高
校
の
あ
っ
た
場
所
で

（
私
も
そ
の
近
く
で
生
ま
れ
ま
し
た
）、
往

時
の
事
が
偲
ば
れ
た
こ
と
で
し
た
。

　

六
十
九
年
前
の
こ
と
を
知
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
二
度
と
悲
惨
な
こ
と
が
起
き
な

い
よ
う
、
何
時
ま
で
も
平
和
で
あ
る
こ
と

を
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

 

平
野
・
寺
前

池
田
清
宛
高
野
源
進
書
簡�

�

（
昭
和
二
十
年
九
月
七
日
付
け
）

　

被
爆
一
か
月
後
、
安
芸
郡
府
中
町
向む

か
い
な
だ洋

の
東
洋
工
業
（
現
マ
ツ
ダ
）
内
に
移
転
し

た
県
庁
か
ら
出
さ
れ
た
書
簡
。
冒
頭
で
は

敗
戦
の
無
念
さ
を
吐
露
し
つ
つ
も
、
終
戦

の
詔し

ょ
う

書し
ょ

を
承
り
、
皇
国
の
再
建
を
期
す
と

い
う
覚
悟
が
窺
え
る
。

　

原
爆
に
よ
り
水
主
町
の
県
庁
は
倒
壊

し
、出
勤
中
、又
は
通
勤
途
中
で
あ
っ
た
職

員
六
〇
六
名
の
死
亡

が
確
認
さ
れ
、
無
事

な
の
は
出
張
し
て
い

た
職
員
だ
け
で
、
残

る
全
職
員
が
重
軽
傷

を
負
っ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
く
、

ま
だ
相
当
数
の
死
者

を
出
す
だ
ろ
う
と
覚

悟
し
て
い
る
（
最
終

的
に
は
一
一
三
一

名
）。
原
爆
の
威
力

を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
敗
戦
直
後
で
も

あ
り
、「
科
学
の
研
究

こ
そ
将
来
戦
争
の
勝

負
を
決
す
る
唯
一
無

二
の
戦
法
」
と
感
想

を
述
べ
る
。

被
爆
時
の
県
知
事

　
　
　
高
野
源
進
と
そ
の
書
簡

高野源進知事
（広島県編『広島県庁原爆被災誌）』

被爆後の広島県庁舎（昭和20年末頃）
（県行政文書S01-2009-738所収）



一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会 第120号（ 7 ）平成26年6月30日

　

建
物
疎
開
の
勤
労
奉
仕
は
何
日
も
続
い

て
お
り
皆
ん
な
へ
と
へ
と
に
疲
れ
て
い
る

毎
日
で
あ
っ
た
。
作
業
す
る
現
場
は
平
野

町
、
富
士
見
町
、
宝
町
方
面
で
あ
り
木
造

の
家
を
解
体
し
、
敵
の
飛
行
機
に
よ
る
空

襲
で
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
、
延
焼

を
防
ぐ
為
の
火
の
道
を
断
つ
、
遮
断
線
に

当
た
っ
た
民
家
を
間
引
き
壊
す
作
業
で
あ

る
。
誰
が
ど
こ
の
家
を
壊
す
線
を
引
き
決

定
し
た
も
の
か
、
不
平
も
言
わ
さ
れ
ず
に

立
ち
退
い
た
も
の
だ
と
、
今
頃
に
考
え
れ

ば
感
心
す
る
。

　

仕
事
の
内
容
は
家
の
柱
を
鋸
で
切
り

ロ
ー
プ
で
引
き
倒
す
、
砂
埃
が
も
う
も
う

と
立
ち
の
ぼ
り
全
身
が
汗
と
埃
で
、
夏
の

暑
い
陽
射
し
の
中
で
、
重
い
材
木
は
か
つ

ぎ
寄
せ
て
瓦
礫
は
ス
コ
ッ
プ
等
で
運
ぶ
の

で
、
身
体
が
倒
れ
な
い
の
が
不
思
議
な
よ

う
で
あ
っ
た
。
服
を
着
た
ま
ま
川
に
飛
び

込
み
た
い
よ
う
な
日
が
続
い
て
い
た
。
こ

れ
等
も
戦
争
に
勝
つ
ま
で
は
…
と
皆
ん
な

気
が
張
っ
て
い
た
か
ら
頑
張
れ
た
事
と
思

わ
れ
る
。

　

民
家
の
建
物
解
体
作
業
で
近
代
的
な
文

化
を
感
じ
た
の
は
、
写
真
館
の
跡
を
片
付

け
て
い
た
時
に
、
ス
ラ
イ
ド
用
の
三
十
五

ミ
リ
カ
ラ
ー
の
硝
子
板
で
、
映
画
館
に
て

広
告
に
使
用
す
る
物
と
思
わ
れ
る
商
品
や

店
の
宣
伝
用
の
綺
麗
な
写
真
が
瓦
礫
の
中

に
捨
て
て
あ
っ
た
の
で
、
五
枚
程
拾
っ
て

帰
っ
た
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
品
物
で

あ
っ
た
。

　

時
々
学
校
の
横
の
電
車
通
り
を
軍
隊
の

自
動
車
と
す
ぐ
判
る
ス
マ
ー
ト
な
外
国
車

が
宇
品
港
に
向
か
っ
て
走
り
、
ボ
デ
ィ
ー

の
前
横
に
三
角
旗
を
ひ
る
が
え
し
て
通
っ

て
、
旗
の
色
が
、
黄
色
が
将
官
か
左
官
で

あ
っ
て
、
青
色
が
尉
官
で
あ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
が
、
黄
色
の
時
は
大
将
で
あ
ろ

う
か
少
将
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
友

達
と
想
像
話
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

広
島
駅
か
ら
学
校
迄
の
通
学
路
は
、
猿

猴
橋
を
渡
り
的
場
町
か
ら
鶴
見
橋
の
横
を

通
り
学
校
ま
で
歩
い
て
、
江
波
の
学
校
に

較
べ
る
と
距
離
が
半
分
以
下
な
の
で
、
通

学
は
近
く
な
っ
た
が
木
造
校
舎
で
古
く
て

暗
い
教
室
に
は
、
が
っ
か
り
し
た
。

　

被
爆
す
る
数
日
前
に
物
理
関
係
の
実
験

薬
品
を
運
動
場
の
北
側
で
、
三
角
点
の
隅

に
深
い
穴
を
掘
り
数
人
の
先
生
が
埋
め
て

い
た
の
で
、
非
常
処
理
を
し
て
い
る
の
だ

と
感
じ
た
。
現
在
な
ら
ば
八
月
は
夏
休
み

の
最
中
で
あ
る
が
、
当
時
は
夏
休
み
は
無

く
、
学
徒
動
員
の
仕
事
開
始
は
毎
日
八
時

か
ら
で
、日
曜
日
の
み
が
休
日
で
あ
っ
た
。

三
学
年
以
上
は
日
本
製
鋼
所
へ
学
徒
動
員

で
学
校
に
は
殆
ど
出
な
い
で
毎
日
直
接
工

場
に
行
っ
て
い
た
が
、
一
〜
二
学
年
は
広

島
市
内
の
軍
関
係
施
設
や
民
家
の
建
物
疎

開
に
一
般
の
町
民
と
大
人
と
共
に
作
業
す

る
毎
日
で
あ
っ
た
。

　

原
爆
投
下
の
前
日
に
我
が
家
で
は
、
母

が
「
明
日
は
広
島
市
へ
民
家
の
建
物
疎
開

作
業
に
、
町
内
会
か
ら
割
り
当
て
が
あ
っ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
が

出
た
の
で
、
ど
う
い
う
も
の
か
私
は
盛
ん

に
「
行
き
ん
さ
ん
な
」「
ど
う
し
て
も
行
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
行
く
の
を
止
め

ん
さ
い
」
と
凄
く
反
対
し
て
激
し
く
言
い

争
っ
た
も
の
で
あ
る
、
自
分
が
毎
日
つ
ら

い
作
業
で
仕
事
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
の

で
、
母
を
か
ば
っ
た
言
葉
で
あ
っ
た
と
後

日
に
な
っ
て
気
付
い
た
。

　

汽
車
通
学
で
の
悪
い
想
い
出
は
、
海
岸

の
見
え
る
側
の
窓
は
全
部
鎧
戸
を
降
ろ
し

て
、
外
の
景
色
を
見
て
は
い
け
な
か
っ
た

事
と
、
ト
ン
ネ
ル
に
は
い
る
と
煤
煙
が

デ
ッ
キ
か
ら
と
窓
越
し
に
首
の
中
へ
降
り

込
ん
で
、
白
い
シ
ャ
ツ
が
よ
く
汚
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
広
島
は
、
不
思
議
と
空
襲
で

の
攻
撃
は
殆
ど
無
く
、
数
ヶ
月
前
に
国
泰

寺
の
空
き
地
に
爆
弾
が
一
個
落
と
さ
れ
て

八
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
穴
が
掘
ら
れ
て
、

雨
水
が
濁
っ
て
溜
ま
っ
て
い
る
の
を
友
達

と
見
に
行
っ
た
、
草
む
ら
の
空
き
地
で
よ

か
っ
た
と
話
し
あ
っ
た
。
呉
市
は
度
々
と

Ｂ
29
や
グ
ラ
マ
ン
機
に
よ
る
爆
撃
に
遭
い

大
き
な
被
害
を
こ
う
む
っ
て
い
た
。

 
（
次
号
に
続
く
）

学
徒
動
員
の
歌

あ
ゝ
紅

く
れ
な
いの
血
は
燃
ゆ
る

 

野
村
俊
雄　

作
詞

 

明
本
京
靜　

作
曲

 

昭
和
十
九
年　

唄
／
酒
井　

弘

 

安
西
愛
子

１
花
も
つ
ぼ
み
の
若
桜

五
尺
の
生い

の
ち命
ひ
っ
さ
げ
て

国
の
大
事
に
殉じ

ゅ
ん

ず
る
は

我
ら
学
徒
の
面め

ん

目も
く

ぞ

あ
ゝ
紅

く
れ
な
いの
血
は
燃
ゆ
る

２
後
に
つ
づ
け
と
兄
の
声

今
こ
そ
筆
を
な
げ
う
ち
て

勝
利
ゆ
る
が
ぬ
生
涯
に

勇
み
立
ち
た
る
強つ

わ
も
の者
ぞ

あ
ゝ
紅
の
血
は
燃
ゆ
る

３
君
は
鍬く

わ

と
れ
我
は
鎚つ

ち

戦
う
道
に
二
つ
な
し

国
の
使
命
を
と
ぐ
る
こ
そ

我
ら
学
徒
の
本
分
ぞ

あ
ゝ
紅
の
血
は
燃
ゆ
る

４
何
を
す
さ
ぶ
か
小さ

よ
あ
ら
し

夜
嵐

神
州
男
児
こ
こ
に
あ
り

決
意
一ひ

と

度た
び

火
と
な
り
て

護
る
国
土
は
鉄て

っ

壁ぺ
き

ぞ

あ
ゝ
紅
の
血
は
燃
ゆ
る

警
報
な
き
空
井
野
口
　
靖
　
弘

動
員
学
徒
「
慟
哭
の
証
言
」
よ
り
抜
粋



一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会 （ 8 ）平成26年6月30日第120号

あ
と
が
き

　

10
日
付
の
天
風
録
を
読
ん
で
言
葉
を

失
っ
た
。
私
は
被
爆
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
家
族
全
員
被
爆
者
の
家
に
嫁
し
、
一

人
娘
を
原
爆
で
失
っ
た
夫
の
両
親
と
40
〜

48
年
共
に
暮
し
看
取
っ
た
。
特
に
建
物
疎

開
の
作
業
に
15
才
で
駆
り
出
さ
れ
、
行
方

不
明
で
帰
ら
ぬ
娘
へ
の
深
い
思
い
は
涙
、

涙
で
聞
く
の
が
常
で
し
た
。
合
掌

 

（
平
野
）

　

今
年
も
来
ま
し
た
。
蛙
さ
ん
達
が
︱
。

毎
年
思
う
こ
と
だ
が
、
田
ん
ぼ
に
水
が
入

る
と
ト
タ
ン
に
合
唱
が
始
ま
り
、
大
合
唱

と
な
る
。
蛙
さ
ん
は
ど
こ
か
に
か
く
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
新
し
く
こ
の
地
の
住

人
達
に
と
っ
て
は
う
る
さ
い
ら
し
い
。

　

我
が
家
の
回
り
の
六
軒
の
田
ん
ぼ
が
残

り
、
昔
な
が
ら
の
日
本
の
姿
を
見
せ
て

貰
っ
て
い
る
。
作
る
人
達
は
大
変
だ
が
、

出
来
る
こ
と
な
ら
ず
っ
と
お
米
を
作
っ
て

頂
き
た
い
。 

（
寺
前
）

平成26年度　行事予定表
  平成26年4月1日現在

一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会
年 月 日 曜 備　考 月 日 曜 備　考

平　

成　
　

26　

年

４ ７ 月 ４ 21 月

５ 23 金
定時評議員会・理事
会（門信徒会館）

（平成25年度収支決
算・役員の選任等）

５ ７ 水 監事会（県社会福
祉会館）

６ ６ 金 ６ 20 金 ［会報「ともしび」宛名貼・
シール貼（～7月4日の間）］

７ ７ 月

8月6日追悼式準備
8月6日追悼式役務分
担の打ち合わせ会
会報「ともしび」封筒
入れ（西向寺本堂）

７ 23 水

８
５ 火 供養会

８ 22 金
６ 水 第58回原爆死没者追悼式

９ ５ 金 8月6日追悼式反省
会（西向寺本堂） ９ 19 金

10 ６ 月 10 22 水
［会報「ともしび」
宛名貼・シール貼
（～11月7日の間）］

11 10 月 ／ ／ ／

12 ５ 金 会報「ともしび」封筒
入れ（西向寺本堂） 12 22 月

平
成
27
年

１ 15 木 ／ ／ ／

２ ６ 金 ／ ／ ／

３ ６ 金 ３ 25 水
理事会・臨時評議員会
（門信徒会館）
（平成27年度収支予算）

（注）
１ 慰霊塔付近の清掃は、 午前９時30分から（雨天も行う）です。
２ 10月・11月・12月・１月・２月・３月は、 午前10時からで

す。
３  清掃日＝左欄は、 清掃後 「西向寺」 で 読経。 右欄は、 行事の
ないときは解散。 なお、 「西向寺」 の都合によっては、 変更す
る場合があります。 

平成26年度旧軍人・軍属、
遺族等援護相談会日程表

※午前12時から午後1時までは、相談を受けて
いません。（全会場共通）

◎社会援護課（広島県庁本館5階）援護恩給
グループでは、月曜日から金曜日（昼休憩
（午前12時～午後1時）・祝日を除く。）まで、
常時ご相談を承っています。

お問い合わせ先
　広島県健康福祉局 社会援護課
　（〒730-8511 広島市中区基町10-52）
　電話（082）513-3036

場　　　　所

尾道市役所公会堂別館
（２階22号室）
尾道市久保一丁目15－1
TEL（0848）25-7111

広島県呉庁舎第2庁舎
（２階201会議室）
呉市西中央一丁目3－25
TEL（0823）22-5400

広島県東広島庁舎
（２階栄養指導室）
東広島市西条昭和町13－10
TEL（082）422-6911

広島県廿日市庁舎第2庁舎
（１階101、102会議室）
廿日市市桜尾二丁目2－68
TEL（0829）32-1181

広島県福山庁舎第3庁舎
（8階381、382会議室）
福山市三吉町一丁目1－1
TEL（084）921-1311

広島県三次庁舎第3庁舎
（１階101会議室）
三次市十日市東四丁目6－1
TEL（0824）63-5181

月日／時間

９月１日（月）
10：00～15：00

５日（金）
10：00～15：00

12日（金）
10：00～15：00

17日（水）
10：00～15：00

19日（金）
10：00～15：00

26日（金）
10：00～15：00


